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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
<連絡事項>

・上野SGMより、10/19までに利用者の連絡先の確認を、各担当が行なうよう指示あり。確認事項は以下の通り。

①利用申込書・契約書・デイケア録を確認、修正

②連絡先の変更があった場合は、「変更後の連絡先」「変更日」を記載

③確認が終了したら、チェックシートに確認の「○」とつける

※チェックシートは通所リハ⇒利用者管理⇒管理表⇒利用者連絡先チェック
・看護グループ内研修あり。対象を確認して参加すること

	実施日
	テーマ
	対象
	場所
	時間

	10/17（水）
	尿道カテーテル
	看護新人
	メンタル3階
	11：10～11：40
17：10～17：40


	10/17（水）
	神疾患からくる生活障害
	介護1.2年目

介護初級・中級
	病院２階会議室
	17：10～17：40

	10/19（金）
	地域との連携
	看護上級
	2F会議室
	11：10～11：40
17：10～17：40

	10/19（金）

10/20（土）
	食事・移乗・排泄介助
	入職1～2年介護
	メンタル3階会議室
	17：10～18：10


・10/18（木）13：30～向井敦子様の事例検討会予定

場所：西病棟Ｂユニットミーティングルーム　参加者：中村

・10/19（金）、午前中に消防の査察予定
· 11/8（木）、電気保安協会の検査実施予定。14：30～15：30の間、完全に停電となる為周知しておく事

· 11/9の実地指導に向けて書類の整備を行っていく事

<事例検討>
高田　マキ様（40）統合失調症　罹り付け医院：八戸赤十字病院（10月～）

デイケア利用週2日、月・木曜日

入院歴あり（Ｈ12.2～Ｈ12.3）

現状
・対人交流（家族・友人・スタッフ）においてストレスを感じやすく、自己本位な考え方で不満を述べ、衝動的な行動をとる事が多い

・年金と生活保護を受給中。節約や貯金を行ないながら生活していると話すが、欲しいものは高価な物でも購入し、本人と関係のあるメンバーからは、お金を貸して欲しいと言われて困っているとの情報が入っている

・生活保護担当者へ生活費が不足していることを訴え、支給金額を上げるよう直談判しに役所へ出かけることあり

・不調や私用を理由に欠席・早退する事が多い

目標・計画
【長期目標】再発せず単身生活を維持する。（将来的には就労を希望）

【中期目標】

①疾病管理が行える。

②規則正しい生活を送る。

③対人交流技能の向上。

【短期目標】

①体調の変化に気づき、対処する事が出来る。

②安定した生活リズムを保つ為、デイケアを継続利用する。

③一方的で衝動的な言動により、他者とトラブルなく過ごせる。

【治療計画】

①自ら体調の変化に気づき対処できた際には評価し伝える。自身で気づきや対処ができない場合には、自己洞察を促し、対処法を共に検討する。

②欠席を希望する際には理由の確認と時間の使い方を考えるようデイケア利用目的を含めて伝え、出来るだけ来所するよう促す。

③一方的で衝動的な言動が見られる際には、自己の振り返りを行ない冷静な行動を促す。

今後の対応
現在の目標と計画を継続し、金銭と身だしなみについての目標・計画を追加で立案していく

中村　弘明様（38）統合失調症　罹り付け医院：ささクリニック

ナイトケア利用1週日、月曜日

入院歴あり（Ｈ10.6.2～Ｈ10.6.13）

治療歴Ｈ8　東京の精神科受診（失恋の落ち込み）

Ｈ9　松平病院（カウンセリング実施）

Ｈ10 青南病院（入院）

Ｈ11.8共同作業所利用後、通所寿残施設の利用

Ｈ11～Ｈ13　市民病院のデイケア利用（冬期のみ）

現状
・病状悪化の前兆として、①抑うつ気分　②引きこもり　③医療者に相談できなくなる、等の症状を本人が自覚している。

・家業の農業も農閑期に入る事から、今月でナイトケア退所を希望

・今後の活動としては日中の居場所としてデイケアの利用を希望しているが、本人の生活スタイルを確認すると、1週間のスケジュールは確立している

・本人としてはデイケアで過ごす事で対人技能の向上を実感しており、拠り所の一つとなっていると話されている

・仕事を終えてからナイトケアを利用する事は負担であると話されており、デイケアのみの利用を考えている様子

目標・計画
【長期目標】病状安定した状態で、生活を続けることが出来る。対人交流能力、身体状態を維持する。

【中期目標】

①集団交流の場に慣れ、ナイトケア以外の集団活動に参加する。

②目標体重78㎏に向けて減量する

【短期目標】

①他利用者に話しかけ、交流を持つ。交流することで疲労を感じた際は、一人の時間を作り休養をとる。

②サラダを多めに摂取し、間食を止める。

【治療計画】

①対人交流状況、疲労感、表情などの観察。疲労感がある時は、落ち着けるような環境を提供する。

②食事状況の確認、来所時に体重確認を行い、無理なく減量できるようにアドバイスを行う。

今後の対応
・活動場所を本人に選んで頂き、利用目的の確認を行う。

<利用者様情報>

· 繁名　和恵様～来所直後から幻聴を訴えており「自分を悪く言っている声が聞こえる」と話され、

頭痛もあると話されている。頓服は服用せずに対処したいと希望されており、静養室を利用して休まれている。

· 中村与一郎様～寒気を訴え体温測定し37.0℃。着衣がＴシャツにカーディガンと薄着であった為、

衣類調整を行うよう説明している。昼食後には37.2℃まで体温上昇しているとのことで、午後は休んで過ごす事としている。

· 寺沢　彩　様～昼食後薬を声掛けにて服用しており、「忘れていました」と話されている。自宅で

は、服薬ボックスを使用した直後には忘れる事が無かったが、最近は忘れる事があると話されている為、服薬チェック表を作成し使用する事としている。

· 細越　定生様～他メンバーがテレビを見ている場所でギターを弾いている為声をかけると感情的

になっている。「自分は結果を出した人間だから、自分が頑張ったことをアピールしている」と話されている為、周囲の余暇活動の妨げとなる事を説明し、場所を変更して頂いている。

· 本多　富美様～昨日は頻回に電話連絡があり、生活の些細な出来事を報告されている。本日は

デイケア来所され、ご家族の不満を漏らしているが、話している最中に泣くのをこらえる表情が度々見られ「どこにも居場所が無い」と涙ぐむ様子がある。家庭内での疎外感が強いと訴え悲観的な発言も聞かれている為、本人の思いを傾聴しながらご家族の状況について振り返りを行っている。今日は話をする事に限界があると訴えている為、徐々に思いを表出出来る様関わり、ご家族とも連絡を取り合っていく。

· 小野寺ノリ様～外来にて尿検査を実施した結果、膀胱炎疑いとの事で、青風荘から水分摂取量を

増やして様子を見るよう情報受けている。

＜外来患者様情報＞

秋山　和子様～最近さえない様子であることを確認すると、「人前で話をするのが嫌だ」と話され、デイケアのプログラムについて話されている。本人のニーズに合わせた対応をするよう担当医から指示あり。

小野寺ノリ様～尿検査と採血実施し、膀胱炎の疑いと診断あり。次回尿検査のみ再度実施予定。

大久保康弘様～現在デイケアとデイナイトケアを利用しているが、デイナイトケアだけの利用にしようと考えているとの事。咳・鼻汁を訴え、風邪薬が5日分処方となっている。

久保　興介様～朝にイライラと漠然とした不安があると訴え、内服調整を行なっている。

中村　茂　様～咳・鼻汁を訴え風邪薬処方となっている。

清水頭　翼様～ハロマンス（50）１Ａ筋注実施している。

